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はしカfき
本研究報告者早島は、文部科学省科学研究費特定領域「古典学の再構築」、 BOl
班「古典の伝承と受容(世界)Jに属し、 「インド大乗仏教諭伽行派における「摂
事分」の伝承と変容」のテーマで研究を進めてきた。インド大乗仏教諭伽行唯識学
派は古くから継承されてきた種々の聖典を、自派の教義確立のため取捨選択しつつ
変容を加え、 「摂事分」として掌握し提示した。その流れは「阿合経典 →摂事
分→ 論伽行学派の個々の経典」と要約されよう。
本研究では特に、Asasilga無著 (375-420頃)の著作『顕揚聖教諭.n (漢訳玄英
訳にのみ残存)の解読研究を中心に、 「阿含経典 → 『瑞伽師地論』摂事分 → 
『顕揚聖教諭.n r掃事品第一JJという、聖典の継承過程を明らかにした。あわ
せて、 『顕揚聖教論』が『職伽師地論』を継承しつつ、その教義を変容させながら
大乗仏教を確立する重要なターニングポイントにあることも指摘した。
以下には、この科学研究費による研究成果のうち、 『顕揚聖教諭』研究の主なも
のを掲載する。
1. rインド大乗仏教諭伽行派における聖典継承の研究、雑阿含から摂事分へJ
2. r瑞伽行派における信仰についてー『顕揚聖教諭.n r成論伽品第九jを中心に-J
3. r r顕揚聖教諭Jr現観品第八Jにおける現観次第J
4. r弥勅菩薩と弥勅論師」
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研究組織
研究代表者 早島理 (滋賀医科大学・医学部教授)
研究分担者 なし
交付金額
交付決定額 (配分額) (金額単位:千円)
---- 直接経費 間接経費 合計平成13年度 1，100 。 1，100 
平成14年度 1，000 。 1，000 
総 計 2，100 。 2，100 
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